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発症から4.5時間以内の脳梗塞患者に対するrt-PA静注療法のランダム化試験のメタ解析では、発症から治療

開始までの時間が短いほど3ヶ月後の転帰良好の割合が増加します。

脳卒中治療ガイドライン2015ではrt-PA静注療法は来院から60分以内に開始することが求められています。

2020年度の当科診療データでは来院から60分以内の施行開始率は56%でした。

目標時間を30分として、救急部看護部にも時間短縮への介入をお願いした。

当院値の定義・算出方法

改善策について

分子： 来院から60分以内にrt-PA静注療法を施行した患者数

分母： 脳梗塞急性期にrt-PA静注療法を施行した患者数
×100 (％) 

※グラフ中のN数は分母の値を示しています。
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